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1.  平成22年3月期第2四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第2四半期 88,622 △19.0 3,939 △49.4 3,943 △44.2 2,806 △42.2

21年3月期第2四半期 109,469 ― 7,780 ― 7,064 ― 4,858 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第2四半期 37.13 37.11
21年3月期第2四半期 64.28 64.25

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第2四半期 186,749 118,208 62.9 1,553.18
21年3月期 172,854 113,930 65.5 1,497.58

（参考） 自己資本   22年3月期第2四半期  117,411百万円 21年3月期  113,209百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 15.00 ― 5.00 20.00
22年3月期 ― 10.00

22年3月期 
（予想）

― 10.00 20.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 182,000 △6.6 9,000 5.9 8,700 53.9 6,200 82.8 82.02
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4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は、５ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

・平成21年5月13日に公表いたしました通期連結業績予想は修正しております。詳細につきましては、４ページ【定性的情報・財務諸表等】 ３．連結業績予
想に関する定性的情報をご覧ください。 
・本資料に記載されている業績予想等につきましては、本資料の発表日現在において想定できる経済情勢、市場動向および計画などに基づき作成したも
のであり、実際の業績等は、今後さまざまな要因によって予想値と異なる可能性があります。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 無

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第2四半期 76,564,240株 21年3月期  76,564,240株

② 期末自己株式数 22年3月期第2四半期  970,082株 21年3月期  969,277株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第2四半期 75,594,446株 21年3月期第2四半期 75,588,445株
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【定性的情報・財務諸表等】 

 

１．連結経営成績に関する定性的情報 

 

当第２四半期連結累計期間における世界経済は、各国政府による金融安定化策や景気刺激策などの効果

により、景気に底打ち感が見られるようになりましたが、全体的には引き続き厳しい状況にありました。

一方、わが国においては、外需による輸出の回復や政府による景気対策効果により生産活動が持ち直しつ

つあるものの、個人消費や設備投資は力強さに欠け、景気の回復度合いは総じて厳しいものとなりました。 

こうした厳しい経営環境のもと、当社グループは売り上げの確保と固定費の圧縮、生産部門での原価低

減など徹底したコスト削減に努め利益の確保を図ってまいりました。 

販売面においては、液晶関連製品、半導体関連製品、電子部品関連製品が想定を上回り大きく回復しま

したが、全体としては厳しい状況で推移し、また、海外子会社売上高の円貨換算額が円高に伴い目減りし

ました。利益面においては、コスト削減の効果はあったものの、売上高の減少や前連結会計年度末におけ

る在庫評価金額が前第４四半期連結会計期間の操業低下により多額になったことによる影響、円高に伴う

海外子会社利益の円貨換算額の目減りが利益を圧迫しました。 

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は 88,622 百万円（前年同期比 19.0％減）、営業利益

は 3,939 百万円（同 49.4％減）、経常利益は 3,943 百万円（同 44.2％減）、四半期純利益は 2,806 百万円

（同 42.2％減）となりました。 

 

事業別の概要は以下のとおりです。 

 

  （粘着関連事業） 

     印刷用粘着製品は、アジア地区では堅調に推移し、国内においても一部回復の動きがみられました

が、全体としては厳しい状況が続き、前年同期に比べ減少となりました。産業工材関連製品は、自動

車関連製品に回復の兆しがみられるようになりましたが、太陽電池用バックシートが欧州市場におい

て需要低迷の影響を受け微増にとどまり、全体としては低調に推移したことから、前年同期に比べ減

少となりました。 

     液晶関連粘着製品、ＰＤＰ関連粘着製品は需要が急回復しましたが、好調であった前年同期に比べ

減少となりました。半導体関連粘着製品は、回復基調にはあるものの、本格的な回復には至らず、前

年同期に比べ減少となりました。また、半導体関連装置は、低迷期を脱し引き合いが活発化してきま

したが、半導体メーカーの設備投資抑制の影響を受け、前年同期に比べ減少となりました。 

     以上の結果、当事業全体の売上高は 68,182 百万円（前年同期比 18.8％減）、営業利益は 1,661 百

万円（同 72.5％減）となりました。 

 

  （紙関連事業） 

     洋紙製品は、景気低迷の影響を受け主力の封筒用紙や建材、工業用関連製品の需要が大きく落ち込

み、前年同期に比べ減少となりました。加工材製品は、主力の剥離紙、光学用剥離フィルムおよび電

子部品製造用コートフィルムが回復基調にありましたが、前年同期に比べ減少となりました。 

     以上の結果、当事業全体の売上高は 20,439 百万円（前年同期比 19.9％減）、営業利益は変動費や

固定費の圧縮などのコスト削減効果により、前年同期を上回る 2,275 百万円（同 30.6％増）となり

ました。 
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２．連結財政状態に関する定性的情報 

 

当第２四半期連結会計期間末の総資産は 186,749 百万円となり､前連結会計年度末に比べて 13,894 百

万円の増加となりました。 

流動資産は、売上高の増加に伴い売上債権が増加したことなどにより、14,864 百万円の増加となりま

した。固定資産は、969 百万円の減少となりました。 

負債は、売上高の増加に伴い原材料の購入増加により仕入債務が増加したことなどにより、9,616 百万

円の増加となりました。 

純資産は、118,208 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 4,278 百万円の増加となりました。 

 

 

３．連結業績予想に関する定性的情報 

 

当第２四半期連結累計期間は、各国の景気刺激策やコスト削減効果により、当初予想していた業績を上

回りました。 

しかしながら、当第３四半期以降については、景気の先行き不透明感を拭い去ることができず、加えて

原燃料価格や為替動向などの懸念材料も多く、当面厳しい状況が続くと予想されます。 

このような厳しい経営環境のもと、当社グループは売り上げの確保とコスト削減活動を強力に推進し、

利益の確保に取り組んでまいります。 

これらの状況を踏まえ、通期の連結業績予想について、平成 21年 5 月 13 日に公表した業績予想を下記

のとおり見直しを行いました。 

 

   平成 22 年 3月期通期連結業績予想（平成 21 年 4 月 1日～平成 22 年 3 月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 182,000 7,500 7,000 5,200

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 182,000 9,000 8,700 6,200

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） ― 1,500 1,700 1,000

増 減 率 （ ％ ） ― 20.0 24.3 19.2

( ご 参 考 ) 前 期 実 績 

( 平 成 2 1 年 3 月 期 ) 
194,901 8,498 5,654 3,391

 

 

※上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の

業績は、今後さまざまな要因によって予想値と異なる可能性があります。 
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該当事項はありません。 
  

①簡便な会計処理 

１) 一般債権の貸倒見積高の算定方法 

当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化
がないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定してお
ります。 

  
２) 棚卸資産の評価方法 

連結子会社においては、当第２四半期連結会計期間末の棚卸資産の簿価切下げに関しては、収
益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り簿価切下げを行う方法によってお
ります。 

  
３) 固定資産の減価償却費の算定方法 

固定資産の年度中の取得、売却又は除却等の見積りを考慮した予算に基づく年間償却予定額を
期間按分する方法によっております。 
 なお、定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分
して算定する方法によっております。 

  
４) 経過勘定項目の算定方法 

固定費的な要素が大きく予算と実績の差異が僅少なものについては、合理的な算定方法による
概算額で計上する方法によっております。 

  
５) 法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限
定する方法によっております。また、連結子会社においては、業績の著しい好転または悪化及び
その他の経営状況に著しい変化が発生しておらず、かつ、四半期財務諸表上の一時差異等の発生
状況について前連結会計年度末から大幅な変動がないため、税引前四半期純利益に、前連結会計
年度の損益計算書における税効果会計適用後の法人税等の負担率を乗じて計算する方法によって
おります。 
 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一
時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将
来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

②四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

該当事項はありません。 
  

該当事項はありません。 

４．その他

(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

(単位：百万円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 20,685 16,271

受取手形及び売掛金 59,336 47,750

たな卸資産 25,025 26,992

その他 5,977 5,149

貸倒引当金 △222 △226

流動資産合計 110,801 95,937

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 24,766 23,887

機械装置及び運搬具（純額） 28,864 30,359

土地 8,689 8,655

建設仮勘定 1,382 1,728

その他（純額） 2,122 2,379

有形固定資産合計 65,825 67,010

無形固定資産 417 381

投資その他の資産   

その他 9,887 9,687

貸倒引当金 △183 △162

投資その他の資産合計 9,704 9,525

固定資産合計 75,948 76,917

資産合計 186,749 172,854
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(単位：百万円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 40,957 29,514

短期借入金 1,968 3,430

未払法人税等 1,308 267

役員賞与引当金 29 24

受注損失引当金 67 38

その他 9,082 10,379

流動負債合計 53,414 43,655

固定負債   

長期借入金 84 107

退職給付引当金 14,243 14,398

環境対策引当金 150 －

その他 648 764

固定負債合計 15,126 15,269

負債合計 68,540 58,924

純資産の部   

株主資本   

資本金 23,201 23,201

資本剰余金 26,830 26,830

利益剰余金 73,135 70,707

自己株式 △1,033 △1,032

株主資本合計 122,133 119,706

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 130 △87

為替換算調整勘定 △4,852 △6,408

評価・換算差額等合計 △4,721 △6,496

新株予約権 67 41

少数株主持分 729 679

純資産合計 118,208 113,930

負債純資産合計 186,749 172,854
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第２四半期連結累計期間】 

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

売上高 109,469 88,622

売上原価 87,719 71,919

売上総利益 21,750 16,703

販売費及び一般管理費 13,969 12,763

営業利益 7,780 3,939

営業外収益   

受取利息 105 51

受取配当金 72 30

為替差益 － 30

その他 189 181

営業外収益合計 368 293

営業外費用   

支払利息 44 15

固定資産除却損 153 137

為替差損 729 －

支払補償費 － 42

その他 156 95

営業外費用合計 1,083 290

経常利益 7,064 3,943

特別利益   

固定資産売却益 － 283

補助金収入 － 15

特別利益合計 － 299

特別損失   

環境対策引当金繰入額 － 150

為替換算調整勘定取崩額 － 132

投資有価証券評価損 72 －

特別損失合計 72 282

税金等調整前四半期純利益 6,991 3,959

法人税、住民税及び事業税 2,016 1,354

法人税等調整額 83 △236

法人税等合計 2,099 1,117

少数株主利益 33 35

四半期純利益 4,858 2,806
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 6,991 3,959

減価償却費 5,394 5,097

負ののれん償却額 △10 △5

退職給付引当金の増減額（△は減少） △474 △168

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2 6

受取利息及び受取配当金 △178 △82

支払利息 44 15

有形固定資産売却損益（△は益） △8 △281

有形固定資産除却損 115 115

売上債権の増減額（△は増加） △3,746 △11,310

たな卸資産の増減額（△は増加） △2,696 2,327

仕入債務の増減額（△は減少） 3,889 11,130

投資有価証券評価損益（△は益） 72 4

環境対策引当金の増減額（△は減少） － 150

為替換算調整勘定取崩額（△は益） － 132

その他 △2,733 △817

小計 6,657 10,274

利息及び配当金の受取額 170 76

利息の支払額 △46 △16

法人税等の支払額 △1,789 －

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） － 375

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,991 10,710

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △1,224 △3,365

定期預金の払戻による収入 1,758 893

有形固定資産の取得による支出 △6,559 △4,860

有形固定資産の売却による収入 9 365

子会社株式の取得による支出 △7 －

その他 △3 △156

投資活動によるキャッシュ・フロー △6,027 △7,124

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,830 △1,528

配当金の支払額 △906 △378

自己株式の取得による支出 △3 △1

その他 △158 △125

財務活動によるキャッシュ・フロー 761 △2,033

現金及び現金同等物に係る換算差額 △670 314

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △944 1,866

現金及び現金同等物の期首残高 17,314 15,370

現金及び現金同等物の四半期末残高 16,370 17,237
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該当事項はありません。 

  

  

前第２四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日) 

   
(注) １ 事業区分は、製品の種類、性質及び販売方法の類似性を考慮し、粘着関連事業と紙関連事業に区分してお

ります。 

   ２ 各事業の主な製品 

(1) 粘着関連事業・・・・・・・粘着紙・粘着フィルム・半導体関連製品及び機器・光学関連製品 

(2) 紙関連事業・・・・・・・・剥離紙・剥離フィルム・封筒用紙 

   ３ 会計処理基準に関する事項 

 提出会社の一部の機械装置について、現状の製品ライフサイクルの変化、製品の高度化などに伴い生産設

備の使用状況が変化してきていることから、実態に即した耐用年数に見直しを行いました。この変更に伴

い、従来の方法に比べ、営業利益が「粘着関連事業」で396百万円、「紙関連事業」で63百万円それぞれ減

少しております。 

  

当第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

   
(注) １ 事業区分は、製品の種類、性質及び販売方法の類似性を考慮し、粘着関連事業と紙関連事業に区分してお

ります。 

   ２ 各事業の主な製品 

(1) 粘着関連事業・・・・・・・粘着紙・粘着フィルム・半導体関連製品及び機器・光学関連製品 

(2) 紙関連事業・・・・・・・・剥離紙・剥離フィルム・封筒用紙 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

粘着関連事業 
(百万円)

紙関連事業
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社 
(百万円)

連結
(百万円)

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

83,944 25,525 109,469 ― 109,469

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

17 7,770 7,787 (7,787) ―

計 83,962 33,295 117,257 (7,787) 109,469

営業利益 6,031 1,741 7,773 7 7,780

粘着関連事業 
(百万円)

紙関連事業
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社 
(百万円)

連結
(百万円)

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

68,182 20,439 88,622 ― 88,622

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

21 7,252 7,273 (7,273) ―

計 68,204 27,691 95,896 (7,273) 88,622

営業利益 1,661 2,275 3,936 2 3,939
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前第２四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日) 

   
(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

   ２ 各区分に属する主な国又は地域 

(1) アジア・・・・・・・・・韓国、中国、台湾、シンガポール、インドネシア、マレーシア 

(2) その他の地域・・・・・・アメリカ、オランダ、ドイツ 

   ３ 会計処理基準に関する事項 

 提出会社の一部の機械装置について、現状の製品ライフサイクルの変化、製品の高度化などに伴い生産設

備の使用状況が変化してきていることから、実態に即した耐用年数に見直しを行いました。この変更に伴

い、従来の方法に比べ、「日本」の営業利益が460百万円減少しております。 

  

当第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

   
(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

   ２ 各区分に属する主な国又は地域 

(1) アジア・・・・・・・・・韓国、中国、台湾、シンガポール、インドネシア、マレーシア 

(2) その他の地域・・・・・・アメリカ、オランダ、ドイツ 

  

【所在地別セグメント情報】

日本 
(百万円)

アジア
(百万円)

その他の地域
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社 
(百万円)

連結
(百万円)

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

86,979 16,070 6,419 109,469 ― 109,469

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

9,232 1,359 539 11,131 (11,131) ―

計 96,211 17,429 6,959 120,601 (11,131) 109,469

営業利益 4,195 2,601 970 7,766 13 7,780

日本 
(百万円)

アジア
(百万円)

その他の地域
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社 
(百万円)

連結
(百万円)

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

71,839 11,860 4,922 88,622 ― 88,622

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

6,660 1,045 391 8,097 (8,097) ―

計 78,500 12,905 5,314 96,720 (8,097) 88,622

営業利益 2,231 1,531 195 3,958 (19) 3,939
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前第２四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日) 

   
(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

   ２ 各区分に属する主な国又は地域 

(1) アジア・・・・・・・・・韓国、中国、台湾、シンガポール、インドネシア他 

(2) その他の地域・・・・・・北米、欧州、オセアニア他 

   ３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

  

当第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

   
(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

   ２ 各区分に属する主な国又は地域 

(1) アジア・・・・・・・・・韓国、中国、台湾、シンガポール、インドネシア他 

(2) その他の地域・・・・・・北米、欧州、オセアニア他 

   ３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

  

該当事項はありません。 

  

【海外売上高】

アジア その他の地域 計

Ⅰ 海外売上高(百万円) 22,148 6,278 28,427

Ⅱ 連結売上高(百万円) ― ― 109,469

Ⅲ 連結売上高に占める 
  海外売上高の割合(％)

20.2 5.7 26.0

アジア その他の地域 計

Ⅰ 海外売上高(百万円) 17,917 4,120 22,037

Ⅱ 連結売上高(百万円) ― ― 88,622

Ⅲ 連結売上高に占める 
  海外売上高の割合(％)

20.2 4.6 24.9

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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